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化 ･工業的思考 と自国固有の文化 ･価値観の維持
及び社会 ･経済､文化､個性の発展に､どのよう
に関与 してきたのであろうか｡アジア諸国はポス
ト/工業化 ･近代化を望んでいるのであろうか｡
とすれば､そのモデルは西洋モデルであろうか｡
研究者はこれらの課題を明確にして､その望まし
い方向として教育政策を提案することを要求され
た｡
会議はまず､研究課題に関するレポー トと基調
講演 ｢東西近代社会における文化の価値観｣､｢東
西諸国における工業化 と工業思考｣､｢近代性 と伝
統性の間における実質的緊張 :アジア文化の遺産
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と科学の発展｣に関して､白熱した討論が行なわ
れた｡中でも工業的思考に焦点を当てた研究分析
モデルが複雑であること､およびアジア諸国で工
業化/近代化の度合いが異なるために､研究者が
モデルに忠実に従うことの難しさが指摘された｡
研究発表に対する質問､批判は現実性を帯びてい
るだけに厳 しかった｡
アジアの参加者が多い会議で日本のケース ･ス
タディを発表することに対 して､先進工業国であ
るだけに複雑な心境であった｡｢国民は伝統を維
持し可能な限り自然と共に生活することを望み､
これ以上の工業化は望まないだろう｡｣タイ国立
教育委員会会長の言葉は､ゆえに､タイの国民の
本音であろうと思うと､心が痛んだ｡会議はアカ
デミック ･レベルで続行し､会議終了と同時にこ
の複雑な心境から開放された｡
日本語教育事情-タマサット大学･日本研究センター
会議終了後最初に訪れたタマサット大学東アジ
ア研究所日本研究センターは､スコタイ ･タマラ
シラット･オープン･ユニバーシティの北に向
かって車で約30分､効外の広大な敷地の一角に位
置している｡タマサット大学､日本研究センター､
ラクーン中等学校訪問の全 日程をアレンジした
上､案内役を務めてくれたのは､タマサット大学
研究対外関係事務局副局長助手アナであった｡白
い日本研究センタービルの玄関前で､東アジア研
究所長､日本語教師､コミュニケーション･デー
タプロセスの研究者に迎えられた｡冷房完備の応
接室で暖かいコーヒーをいただきながら当セン
ターの日本語教育事情を聞いた｡
タイ人にとって英語ができることは珍しいこと
ではなくなっている｡日本語ができることはそれ
を使うと使わないとに拘らず､いかなる仕事に従
事しようとますます有利となっている｡事実上､
仕事で日本語を使用する機会は増加している現状
にある｡日本政府の援助によって1986年に建設さ
れた日本研究センターで日本語クラスが開講され
て以来､学生数は毎年増加している｡全日制コー
スの学生の多 くは寮生である｡学生寮とゲスト宿
泊室は､縁の草木の庭に面した明るく清潔な洋室
であった｡定時制コースには当センター近 くの日
本企業の従業員が就業終了後多数来るそうである｡
タマサット大学における日本語学科の学生数も
毎年増加している｡英語学科に交換留学生制度は
ないが､日本語学科では4年間の早稲田と慶応大
学留学制度がある｡早稲田､慶応､南山各大学か
ら1年に5-6人の学生がタマサット大学に留学
する｡慶応大学に留学して修士号を修得 したタマ
サット大学研究対外関係事務局の若い女性は､日
本語がすこぶる流暢であった｡
日本研究センターの日本語教師はタイ人専任教
師一人､日本人客員教授二人と他は非常勤である｡
タマサット大学にはタイ人 9人と日本財団から派
遣された日本人 2人の専任教師､日本人 9人の非
常勤講師がいる｡日本語教師不足の問題はいずこ
も同じのようである｡
英語教育事情-クマサット大学
午前 9時､オープン･ユニバーシティ･レジデ
ンスの前から迎えの車でタマサット大学に向かっ
た｡バンコックの中心を流れるチャオファラヤ河
に面したタマサット大学の構内には､太陽の陽射
しを避けるかのように高くそびえる南洋樹の間を
大学生が三々五々散在していた｡タイの伝統的な
室内装飾が施された応接室で､外国語研究所副所
長､英語学科主任､英語学科コミュニケーション
担当教授､日本語学科主任とアナとの大学英語教
育との日本語教育について2時間の会談は弾み､
チャオファラヤ河を見下ろす三方ガラス張りの大
学レストランでの会食でも延々と続いた｡
大学の学期は1期は6月から9月と2期は11月
から2月であるが､ 3月から6週間の夏季コース
は自由履修期間となっている｡英語学科専任教師
はタイ人32人､全員女性と聞くと日本人は驚くで
あろうが､理由を知るとなるほどと合点もいく｡
大学教員の報酬が低いために､高等教育を受けた
男性は高い報酬を求めて企業関係に流れていく傾
向にある｡高等教育を受けた女性の中でも､裕福
な家庭で教育に熱心な女性が大学教師として適任
とのことである｡ちなみに､会談に参加した大学
教師は全員この条件に該当し､英語圏に留学した
英語に堪能な博士であった｡タイ人教師の他にア
メリカ､イギリス､カナダ､オース トラリアから
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の外国人教師が10人いるが､報酬が低いために辞
職する人が多 くなり､英語学科として外国人教師
の確保が深刻化している｡
大学生は中流家庭以上の子女で中等学校卒業者
の10-15%である｡大学入試試験は英語､数学､
タイ語､社会､歴史の科目を対象とした国家共通
試験で､競争率は約 7倍である｡試験に失敗した
学生はオープン･ユニバーシティで学ぶ人が多い
という｡英語学科のカリキュラムは文法､読解､
作文､会話､英語技術としてのコミュニケーショ
ンの総合科日で､学生に人気があるのはコミュニ
ケ-ションだそうである｡英文学､言語学､英米
文化は英語学科に含まれてはいない｡英語/日本
語を学ぶ学生の動機はこれが就職に有利であり､
特に日本を始め外国商社関係への就職が容易とな
るからだそうだ｡
バンコックを訪れた時期は二月であるが､真夏
の太陽の下､日本研究センターの寮から色鮮かな
タイの草花に沿った石だたみの小路を辿ると､日
本庭園を臨む日本の茶室があった｡日本語を媒介
としたタイの風土と日本文化は､異文化の融合と
して印象的であった｡
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